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「
雑
種
文
仏
論
」
の
思
想
加
藤
周
一
は
じ
め
に
「
雑
種
文
化
論
」
は
、
加
藤
周
一
が
三
年
間
の
西
洋
留
学
か
ら
一
九
五
五
年
三
月
に
帰
国
し
た
三
か
月
後
、
雑
誌
『
思
想
』
に
「
日
本
文
化
の
雑
種
性
」
(1)
、
そ
の
一
月
後
の
『
中
央
公
論
』
に
「
雑
種
的
日
本
文
化
の
課
題
」
(
後
に
『
雑
種
的
日
本
文
化
の
希
望
」
と
改
題
、
本
論
で
は
後
者
を
採
用
)
{
主
と
し
て
発
表
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
『
雑
種
文
化
|
日
本
の
小
さ
な
希
望
|
』
(
以
後
『
雑
種
文
化
』
)
(
立
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
戦
後
直
後
の
日
本
に
お
い
て
は
、
G
H
Q
の
検
閲
に
よ
り
、
国
粋
主
義
的
な
言
論
は
統
制
さ
れ
て
お
り
、
戦
中
の
社
会
を
批
判
す
る
形
で
台
頭
し
た
の
が
、
西
洋
社
会
を
理
想
と
す
る
西
洋
化
主
義
(
4
)
だ
っ
た
。
当
時
の
『
世
界
』
や
『
思
想
』
な
ど
の
リ
ベ
ラ
ル
系
雑
誌
で
は
、
西
洋
を
模
範
と
す
る
よ
う
な
文
章
が
多
く
登
場
し
、
丸
山
虞
男
、
清
水
幾
太
郎
な
ど
の
進
歩
的
知
識
人
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
。
だ
が
、
一
九
五
0
年
代
に
入
る
と
知
識
人
の
ア
ジ
ア
、
日
本
回
帰
と
い
う
現
象
も
起
き
始
め
る
。
ま
た
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
以
後
、
独
立
し
た
日
本
の
描
い
た
日
本
の
道
筋
久
保
雄
太
郎
で
は
言
論
の
自
由
化
が
進
み
、
福
田
恒
存
の
よ
う
な
保
守
的
な
言
論
も
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
の
流
れ
の
中
で
、
加
藤
は
日
本
文
化
を
西
洋
文
化
と
伝
統
的
な
文
化
の
「
雑
種
」
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
雑
種
性
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
そ
の
日
本
思
想
史
に
お
け
る
最
大
の
意
義
は
、
戦
後
論
壇
を
p
lド
し
て
き
た
西
洋
化
主
義
と
、
次
第
に
台
頭
し
て
き
た
国
民
主
義
な
ど
の
「
純
粋
種
」
的
発
想
に
対
し
、
「
雑
種
」
概
念
を
対
置
し
、
五
0
年
代
初
期
の
「
逆
コ
ー
ス
」
(
立
、
『
日
本
文
化
分
裂
一
論
」
(
詳
し
く
は
後
述
)
な
ど
も
批
判
す
る
新
し
い
文
化
形
成
を
唱
え
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
様
々
な
反
応
を
呼
ぴ
、
加
藤
の
著
作
の
中
で
は
最
も
広
く
読
ま
れ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
時
か
ら
A
Bま
で
誤
解
に
よ
る
反
応
や
解
説
も
な
さ
れ
て
い
る
。
本
論
文
で
は
、
第
一
章
で
「
雑
種
文
化
論
」
(
前
述
の
二
つ
の
論
文
を
「
雑
種
文
化
論
」
し
と
呼
ぶ
)
以
前
の
加
藤
の
思
想
展
開
を
辿
り
、
第
二
章
で
「
雑
種
文
化
論
」
の
特
徴
と
問
題
点
、
当
時
の
加
藤
の
意
識
を
浮
き
彫
り
に
し
、
第
三
章
で
他
の
思
想
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家
の
日
本
文
化
論
と
の
比
較
と
同
時
代
に
お
け
る
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
検
討
し
、
第
四
章
で
加
藤
の
個
人
思
想
史
の
中
で
「
雑
種
文
化
論
」
を
位
置
付
け
、
結
論
で
日
本
思
想
史
上
の
位
置
確
定
を
試
み
る
。
底
本
と
し
て
は
、
『
加
藤
周
一
著
作
集
第
七
巻
』
を
使
用
す
る
。
第
章
留
学
周
辺
加
藤
周
一
は
、
一
九
五
一
年
一
O
月
か
ら
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
、
一
九
五
五
年
三
月
に
帰
国
し
た
。
初
め
て
「
雑
種
」
と
い
う
言
葉
が
使
用
さ
れ
た
の
は
、
一
九
五
五
年
四
月
の
竹
内
好
と
の
対
談
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
こ
と
日
本
の
こ
と
」
(6)
に
お
い
て
で
あ
り
、
そ
の
時
期
の
早
さ
か
ら
考
え
て
、
「
雑
種
文
化
論
」
は
留
学
中
に
構
想
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
加
藤
は
、
留
学
直
後
の
一
九
五
一
年
一
一
一
月
に
最
初
の
妻
綾
子
に
宛
て
た
手
紙
で
、
日
本
の
文
化
を
ま
と
も
に
成
り
た
た
せ
る
こ
と
は
、
ど
う
い
う
領
域
で
も
大
変
に
む
ず
か
し
い
。
も
っ
と
は
っ
き
り
い
え
ば
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
ち
か
い
。
森
さ
ん
と
は
そ
う
い
う
話
を
し
た
。
〔
7)
と
書
い
て
お
り
、
当
時
既
に
新
し
い
日
本
文
化
像
の
構
想
が
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
そ
れ
を
裏
付
け
る
。
留
学
前
の
加
藤
は
、
そ
の
デ
ビ
ュ
ー
作
『
1
9
4
6
・
文
学
的
考
察
』
(B)
以
降
、
強
く
影
響
を
受
け
て
い
た
実
存
主
義
、
マ
ル
ク
ス
主
義
か
ら
徐
々
に
距
隙
を
と
る
よ
う
に
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
紹
介
や
社
会
問
題
、
日
本
文
化
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
て
い
た
。
戦
後
当
初
、
西
洋
を
理
想
化
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
加
藤
は
、
留
学
す
る
一
九
五
一
年
の
時
点
で
西
洋
文
化
を
相
対
化
、
非
理
想
化
す
る
視
点
を
既
に
持
っ
て
い
た
が
(9)
、
時
特
治
制
度
に
関
し
て
は
理
想
的
な
民
主
主
義
が
西
洋
で
行
わ
れ
て
い
る
と
考
え
て
渡
仏
し
た
ロ
そ
し
て
留
学
の
過
程
で
、
加
藤
は
理
想
的
な
民
主
主
義
が
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
に
も
無
い
こ
と
に
気
づ
き
、
政
治
的
西
洋
化
主
義
か
ら
も
距
離
を
置
く
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
、
留
学
中
の
記
録
と
さ
れ
る
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
合
衆
国
」
(
叩
)
で
は
、
ス
で
は
民
主
主
義
が
完
全
に
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
議
論
に
対
し
、
「
他
の
周
に
も
同
じ
民
主
主
義
を
拡
め
よ
う
と
思
い
た
っ
た
と
き
に
は
、
事
柄
が
大
へ
ん
面
倒
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
お
り
、
加
藤
は
民
主
主
義
の
相
対
性
を
明
確
に
意
識
し
て
い
る
。
加
藤
の
『
雑
種
文
化
論
」
も
西
洋
化
主
義
か
ら
抜
け
出
た
日
本
文
化
論
と
し
て
、
青
木
保
氏
の
『
「
日
本
文
化
論
」
の
変
容
』
(
日
)
な
ど
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
留
学
後
半
に
書
か
れ
た
「
西
洋
見
物
の
途
中
で
考
え
た
日
本
文
学
』
(
一
九
五
四
年
一
月
)
(
巴
に
お
い
て
、
加
藤
は
西
洋
文
化
を
手
本
と
す
る
こ
と
の
不
可
能
性
を
説
き
な
が
ら
、
「
も
し
新
し
い
文
化
が
お
こ
る
と
す
れ
ば
、
多
分
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
以
外
の
と
こ
ろ
に
お
こ
る
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
」
と
し
て
、
普
遍
性
を
日
本
文
化
の
中
か
ら
生
み
出
す
こ
と
を
提
唱
す
る
。
こ
の
快
奏
は
「
雑
種
文
化
論
」
に
組
み
込
ま
れ
る
。
だ
が
、
加
藤
が
西
洋
化
主
義
に
対
し
て
疑
問
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
当
時
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
影
響
も
大
き
い
。
一
九
五
0
年
代
に
な
る
と
、
中
国
革
命
の
影
響
や
、
当
時
の
論
壇
的
ス
タ
ー
だ
っ
た
清
水
幾
太
郎
の
「
日
本
人
」
(
臼
)
が
流
行
す
る
こ
と
で
、
知
識
人
が
ア
ジ
ア
や
日
本
を
再
評
価
す
る
よ
う
に
な
り
、
以
前
か
ら
中
国
を
論
じ
て
い
た
竹
内
好
な
ど
が
注
目
を
集
め
、
西
洋
を
モ
デ
ル
と
し
た
西
洋
化
主
義
的
発
想
が
批
判
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
〔
M
)
。
加
藤
も
清
水
の
論
に
肯
定
的
評
価
を
し
て
い
る
(
ロ
。
留
学
後
半
の
文
章
、
「
高
み
の
見
物
に
つ
い
て
」
(
一
九
五
四
年
五
月
)
(
び
で
は
、
加
藤
は
「
高
み
の
見
物
」
(
社
会
か
ら
一
歩
外
れ
て
、
社
会
的
に
無
責
任
な
立
場
か
ら
情
勢
を
判
断
す
る
こ
と
)
と
い
う
態
度
か
ら
評
論
活
動
を
行
っ
て
い
た
戦
後
直
後
の
自
分
を
反
省
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
た
と
え
あ
る
場
合
に
は
正
確
さ
を
い
く
ら
か
犠
牲
に
し
て
も
、
有
益
な
判
断
、
役
に
立
つ
判
断
を
必
要
と
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
(
ロ
ス
イ
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全
く
実
証
的
な
て
つ
づ
き
で
推
論
を
か
さ
ね
な
が
ら
い
く
さ
の
将
来
を
み
と
お
す
こ
と
は
不
可
能
だ
ろ
う
と
い
う
私
の
考
え
は
、
こ
こ
で
も
強
ま
っ
た
。
し
か
し
も
ち
ろ
ん
み
と
お
し
を
た
て
る
仕
事
そ
の
も
の
を
や
め
て
し
ま
う
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
何
か
の
見
透
し
が
な
け
れ
ば
、
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
(
問
)
文
中
で
使
わ
れ
て
い
る
「
い
く
さ
」
と
は
、
予
測
が
必
要
な
社
会
現
象
の
一
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
一
般
的
な
戦
争
の
こ
と
だ
が
、
加
藤
は
あ
る
程
度
実
証
性
、
正
確
性
を
失
っ
て
で
も
将
来
に
向
け
て
何
ら
か
の
「
見
透
し
」
を
立
て
る
必
要
性
を
述
べ
て
お
り
、
社
会
の
「
見
透
し
」
を
描
く
役
割
を
自
ら
に
課
し
て
い
る
。
そ
の
言
葉
ど
お
り
、
文
芸
批
評
や
日
本
文
化
像
の
提
案
な
ど
を
テ
1
7
に
文
章
を
書
い
て
い
た
加
藤
は
、
留
学
後
、
積
極
的
に
政
治
問
題
や
社
会
問
題
に
発
言
を
行
う
よ
う
に
な
る
。
第
章
『
雑
種
文
化
論
」
考
察
{
一
)
二
つ
の
論
文
「
雑
種
文
化
論
」
は
、
「
日
本
文
化
の
雑
種
性
」
と
「
雑
種
的
日
本
文
化
の
希
望
」
で
形
成
さ
れ
る
。
「
日
本
文
化
の
雑
種
性
」
で
は
、
第
一
章
で
加
藤
の
留
学
体
験
か
ら
日
本
文
化
の
雑
種
性
が
提
示
さ
れ
、
第
二
章
で
日
本
に
お
け
る
純
粋
化
運
動
の
失
敗
の
歴
史
の
説
明
、
第
三
章
で
西
洋
社
会
に
お
け
る
雑
種
文
化
(
ド
イ
ツ
、
ロ
シ
ア
)
を
挙
げ
、
雑
種
の
積
極
性
を
説
明
し
、
日
本
も
積
極
的
な
雑
種
文
化
を
形
成
す
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
。
「
雑
種
的
日
本
文
化
の
希
望
』
で
は
、
第
一
章
で
日
本
の
雑
種
文
化
が
未
完
で
あ
る
こ
と
、
世
界
の
独
立
運
動
同
様
、
日
本
に
も
民
主
主
義
が
根
付
き
つ
つ
あ
る
こ
と
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
受
容
し
た
先
の
雑
種
化
へ
の
希
望
が
述
べ
ら
れ
る
。
第
二
章
で
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
中
心
と
し
た
西
洋
思
想
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
日
本
独
自
の
原
理
を
形
成
す
る
べ
き
と
主
張
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
第
三
章
で
は
具
体
例
と
し
て
、
日
本
の
塾
術
が
西
洋
の
超
越
的
価
値
観
を
学
ぶ
こ
と
が
提
唱
さ
営ハ
る西
。洋
文
の
査
理
解
か
ら
新
し
文
長
成
が
刀之
さ
れ
る
と
で
の
論
は
こ
の
こ
つ
の
論
で
明
確
に
違
う
の
が
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
対
す
る
言
及
で
あ
る
。
「
日
本
文
化
の
雑
種
性
」
で
は
、
「
日
本
人
の
人
間
と
し
て
の
自
覚
」
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
正
体
が
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
は
明
言
さ
れ
て
お
ら
ず
、
西
洋
か
ら
何
を
受
け
取
っ
た
ら
よ
い
か
が
明
確
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
加
藤
は
「
雑
種
的
日
本
文
化
の
希
望
」
で
そ
れ
ら
の
強
調
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
加
藤
は
『
日
本
文
化
の
雑
種
性
」
で
提
示
し
た
論
を
、
「
雑
種
的
日
本
文
化
の
希
望
」
で
発
展
さ
せ
て
い
る
。
(
ニ
)
純
粋
種
と
雑
種
、
日
本
文
化
分
裂
稀
加
藤
周
一
の
「
雑
種
文
化
論
」
は
、
日
本
文
化
の
雑
種
性
を
主
張
し
、
そ
れ
は
日
本
文
化
を
「
純
粋
種
」
と
す
る
よ
う
な
西
洋
化
主
義
、
日
本
回
帰
、
国
粋
主
義
に
対
し
て
述
べ
ら
れ
る
。
「
日
本
文
化
の
雑
種
性
」
第
二
章
で
は
、
西
洋
の
概
念
を
使
用
し
て
国
粋
主
義
を
擁
護
し
た
京
都
学
派
、
国
粋
主
義
的
雰
囲
気
を
背
景
に
文
学
を
作
っ
た
が
、
敗
戦
に
よ
っ
て
廃
れ
た
日
本
浪
漫
派
、
西
洋
を
理
想
化
し
過
ぎ
て
現
実
と
遊
離
し
た
西
洋
化
主
義
が
挙
げ
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
純
粋
化
運
動
が
日
本
の
雑
種
性
を
無
視
し
て
失
敗
し
た
こ
と
な
ど
が
批
判
さ
れ
る
。
一
方
向
に
文
化
を
向
か
わ
せ
よ
う
と
す
る
こ
れ
ら
純
粋
種
的
発
泡
に
対
し
、
加
藤
は
雑
種
と
い
う
文
化
の
考
え
方
を
対
置
す
る
こ
と
で
、
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
言
論
界
に
与
え
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
加
藤
の
こ
の
主
張
は
、
近
代
日
本
は
国
民
主
義
と
西
洋
化
の
せ
め
ぎ
あ
い
の
末
に
戦
争
に
向
か
っ
た
と
す
る
「
日
本
文
化
分
裂
一
論
」
(
印
)
に
対
し
て
も
効
果
的
な
批
判
と
な
っ
た
。
「
日
本
文
化
分
裂
論
」
は
、
夏
目
激
石
『
そ
れ
か
ら
』
の
主
人
公
、
代
助
が
、
西
洋
輸
入
に
懸
命
に
な
る
日
本
を
『
も
う
君
、
腹
が
裂
け
る
よ
」
と
表
現
し
た
セ
リ
フ
の
解
釈
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
小
宮
豊
隆
の
夏
目
激
石
像
か
ら
触
発
を
受
け
た
中
村
光
夫
は
、
こ
の
代
助
の
セ
リ
フ
を
裏
目
激
石
の
考
え
で
あ
- 18ー
「雑種文化論Jの恩惣(久保)
る
と
解
釈
し
、
「
「
近
代
」
へ
の
疑
惑
」
(
却
)
(
一
九
四
二
年
)
に
お
い
て
、
東
西
の
関
係
に
悩
ん
だ
知
識
人
と
し
て
激
石
を
描
い
た
。
こ
の
こ
と
を
端
緒
と
し
て
、
日
本
の
近
代
は
西
洋
化
と
伝
統
文
化
に
引
き
裂
か
れ
た
、
と
い
う
発
惣
が
定
着
し
た
。
そ
し
て
敗
戦
後
、
西
洋
化
と
伝
統
化
の
対
立
の
末
に
日
本
は
戦
争
に
向
か
っ
た
と
い
う
議
論
を
進
歩
的
知
識
人
が
繰
り
広
げ
る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
、
大
江
健
三
郎
は
、
一
九
九
四
年
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
授
賞
講
演
「
あ
い
ま
い
な
日
本
の
私
」
(
与
に
お
い
て
、
日
本
は
西
洋
化
、
近
代
化
と
伝
統
化
の
せ
め
ぎ
あ
い
と
い
う
「
あ
い
ま
い
さ
」
の
宋
に
戦
争
に
向
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
日
本
近
代
史
を
西
洋
化
と
伝
統
文
化
の
対
立
で
捉
え
る
「
日
本
文
化
分
裂
論
」
に
対
し
、
加
藤
の
雑
種
性
の
主
張
は
、
日
本
が
両
方
の
文
化
を
包
含
し
て
い
る
こ
と
を
積
極
的
に
許
容
す
る
唱
も
の
だ
った。
。
ニ
)
目
指
す
べ
き
雑
種
化
と
民
主
主
義
「
日
本
文
化
の
雑
種
性
」
第
一
章
に
は
、
「
日
本
文
化
の
特
徴
は
、
そ
の
二
つ
の
要
素
が
深
い
と
こ
ろ
で
絡
ん
で
い
て
、
ど
ち
ら
も
抜
き
難
い
と
い
う
こ
と
そ
の
こ
と
自
体
に
あ
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
つ
と
は
日
本
文
化
と
西
洋
文
化
を
指
す
。
例
え
ば
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
書
斎
で
は
和
服
か
も
し
れ
ぬ
が
外
へ
出
る
時
は
洋
服
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
日
本
人
の
日
常
生
活
に
は
も
は
や
と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い
形
で
西
洋
種
の
文
化
が
入
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
政
治
、
教
育
、
そ
の
他
の
制
度
や
組
織
の
大
部
分
も
、
西
洋
の
型
を
と
っ
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
だ
ロ
(n)
こ
の
認
識
自
体
は
特
に
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
(
加
藤
自
身
も
後
年
、
追
記
で
そ
れ
を
認
め
て
い
る
(
幻
)
)
。
だ
が
、
西
洋
化
主
義
の
立
場
は
、
戦
前
期
か
ら
和
服
や
畳
の
残
存
を
日
本
の
後
進
性
の
よ
う
に
述
べ
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
、
加
藤
は
西
洋
化
の
負
の
側
面
を
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
(
西
洋
の
)
影
響
は
た
え
ず
及
ぶ
か
ら
文
化
を
混
乱
さ
せ
、
破
壊
し
、
い
か
も
の
と
猿
ま
ね
と
を
氾
濫
さ
せ
る
た
め
の
要
素
と
し
て
は
た
ら
く
。
(
M
A
)
(
括
弧
内
論
者
)
西
洋
伝
来
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
長
い
問
、
多
く
の
日
本
人
か
ら
、
物
を
考
え
る
習
慣
と
能
力
を
奪
っ
て
き
た
。
(
さ
そ
の
在
拠
と
し
て
、
加
藤
は
日
本
文
化
の
混
乱
や
、
輸
入
さ
れ
た
西
洋
思
想
が
日
本
人
に
大
き
な
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
(
例
え
ば
銀
座
の
街
頭
や
実
存
主
義
)
。
こ
れ
は
西
洋
文
化
の
真
髄
の
吸
収
に
失
敗
し
た
雑
種
化
と
い
う
意
味
で
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
加
藤
が
目
指
し
た
雑
種
化
は
、
「
西
洋
文
化
の
な
か
に
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
積
極
的
な
意
味
を
み
つ
け
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
西
洋
文
化
と
日
本
文
化
を
組
み
合
わ
せ
、
積
極
的
意
味
が
付
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
明
治
期
か
ら
の
失
敗
し
た
雑
種
化
と
は
異
な
る
。
加
藤
は
そ
れ
を
「
わ
れ
わ
れ
が
や
っ
て
み
る
以
外
に
は
ど
う
い
う
具
体
的
な
み
と
お
し
も
つ
か
な
い
」
と
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
雑
種
化
に
希
望
を
見
て
い
る
。
加
藤
の
述
べ
る
雑
種
化
と
は
、
明
治
期
以
降
の
表
面
的
な
西
洋
文
化
輸
入
で
は
な
く
、
西
洋
文
化
の
本
質
的
価
値
観
を
日
本
に
取
り
入
れ
た
先
に
あ
る
も
の
と
さ
れ
、
「
西
洋
で
で
き
な
い
こ
と
が
日
本
で
は
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
、
日
本
独
自
の
文
化
形
成
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
で
は
、
西
洋
の
本
質
的
価
値
観
と
は
何
か
。
そ
れ
は
、
「
自
由
・
平
等
」
を
根
幹
に
し
た
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
民
主
主
義
の
意
識
で
あ
る
。
加
藤
は
、
「
戦
後
日
本
の
「
民
主
化
」
の
過
程
は
戦
時
中
の
国
民
主
義
の
う
ら
が
え
し
だ
と
簡
単
に
い
え
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
」
と
し
て
、
戦
中
、
戦
後
の
中
心
的
権
力
(
日
本
国
家
、
G
H
Q
)
を
区
別
し
、
G
H
Q
の
行
っ
た
占
領
政
策
に
つ
い
て
、
「
戦
後
の
民
主
主
義
は
だ
ま
し
た
の
で
は
な
く
、
眼
を
さ
ま
さ
せ
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
加
藤
が
民
主
主
義
を
支
持
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
- 19ー
戦
後
の
民
主
化
の
過
程
か
ら
生
じ
た
精
神
上
の
変
化
に
は
、
そ
の
後
も
と
へ
ひ
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き
も
ど
そ
う
と
す
る
カ
が
加
わ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
容
易
に
も
と
へ
も
ど
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
。
も
と
へ
も
ど
ら
ぬ
も
の
は
日
本
人
の
人
間
と
し
て
の
自
覚
で
あ
っ
て
、
枝
葉
の
接
木
と
し
て
の
西
洋
文
化
の
輸
入
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
は
な
い
。
{
お
)
と
さ
れ
、
加
藤
が
戦
後
の
民
主
化
が
生
み
だ
し
た
「
逆
コ
ー
ス
」
に
対
抗
す
る
変
化
に
大
き
な
期
待
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
雑
種
的
日
本
文
化
の
希
望
」
で
は
そ
の
傾
向
は
さ
ら
に
著
し
い
。
文
頭
で
加
藤
は
民
主
主
義
に
よ
る
影
響
を
理
想
的
雑
種
文
化
の
立
脚
地
に
設
定
し
て
い
る
。見
透
し
を
た
て
る
た
め
の
出
発
点
は
、
戦
後
の
い
わ
ゆ
る
民
主
主
義
が
日
本
国
民
の
聞
に
つ
く
り
だ
し
た
効
果
の
な
か
で
時
と
共
に
流
れ
去
ら
な
い
部
分
、
あ
る
い
は
具
体
的
に
い
っ
て
逆
も
ど
し
の
む
ず
か
し
い
要
素
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
(
幻
)
こ
れ
が
な
け
れ
ば
、
「
西
洋
文
化
が
わ
れ
わ
れ
の
文
化
を
つ
く
り
だ
す
た
め
の
要
素
と
し
て
は
た
ら
く
は
ず
が
な
い
」
と
さ
れ
る
。
加
藤
の
主
張
す
る
雑
種
文
化
に
は
民
主
主
義
が
必
要
条
件
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
民
主
主
義
の
流
れ
は
世
界
的
現
象
と
さ
れ
る
。
加
藤
は
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
独
立
運
動
を
「
人
間
の
自
由
・
平
等
の
自
覚
と
社
会
的
な
人
間
解
放
の
過
程
」
と
し
て
の
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
運
動
と
呼
び
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
で
生
ま
れ
た
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
が
非
キ
リ
ス
ト
諸
国
で
ど
の
よ
う
な
発
展
を
遂
げ
る
か
に
注
目
し
て
い
る
(
「
雑
種
文
化
論
」
内
で
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は
人
類
普
遍
主
義
的
と
い
う
意
味
)
。
特
に
、
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
文
化
の
面
、
殊
に
思
想
・
文
学
・
纂
術
の
面
で
ど
う
い
う
形
を
と
り
得
る
か
と
い
う
見
透
し
を
た
て
る
こ
と
」
が
日
本
の
役
割
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
加
藤
は
雑
種
文
化
と
し
て
の
日
本
が
、
西
洋
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
か
ら
新
し
い
文
化
を
作
る
可
能
性
を
「
日
本
の
小
さ
な
希
望
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
加
藤
の
「
雑
種
文
化
論
」
は
ま
さ
に
「
民
主
主
義
文
化
創
造
論
」
と
い
う
べ
き
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
立
場
か
ら
、
加
藤
は
日
本
の
民
主
主
義
的
自
覚
を
前
提
に
、
日
本
史
の
再
検
証
、
西
洋
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
吸
収
と
昇
華
、
超
越
的
価
値
を
西
洋
か
ら
学
ぶ
こ
と
に
よ
る
整
術
の
再
構
築
、
な
ど
の
提
言
を
行
う
。
ま
た
、
西
洋
に
お
け
る
雑
種
文
化
の
一
例
と
し
て
、
チ
ェ
l
ホ
フ
が
挙
げ
ら
れ
、
チ
ェ
l
ホ
ブ
は
雑
種
の
文
化
の
根
を
ど
こ
ま
で
も
深
く
た
ど
っ
た
。
そ
の
い
ち
ば
ん
深
い
と
こ
ろ
ま
で
ゆ
け
ば
人
間
的
な
も
の
の
普
遍
的
な
一
面
、
も
は
や
純
粋
種
と
か
雑
種
と
か
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
ら
な
い
一
面
が
あ
ら
わ
れ
る
(
怒
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
加
藤
は
雑
種
文
化
に
普
遍
性
を
生
み
出
す
可
能
性
を
見
て
い
る
。
(
閉
)
問
題
点
「
雑
種
文
化
論
」
に
お
い
て
問
題
な
の
は
、
日
本
文
化
説
明
の
不
足
と
「
雑
種
」
、
「
純
粋
種
」
と
い
う
概
念
定
義
の
粗
雑
き
で
あ
る
。
加
藤
が
示
し
た
雑
種
の
内
容
は
、
民
主
主
義
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
抽
象
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
加
藤
は
、
常
識
的
な
西
洋
流
入
と
い
う
事
実
か
ら
将
来
の
目
指
す
べ
き
文
化
を
「
雑
種
文
化
」
と
規
定
は
し
た
が
、
日
本
文
化
の
説
明
は
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
日
本
の
将
来
像
を
描
い
て
は
い
る
が
、
決
し
て
目
新
し
い
日
本
論
を
展
開
し
て
い
る
わ
け
で
は
E
、。
4
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そ
し
て
、
「
雑
種
」
と
い
う
概
念
も
暖
昧
で
あ
る
。
「
日
本
文
化
の
雑
種
性
」
仏
教
の
日
本
化
を
雑
種
化
の
見
本
と
し
て
い
る
。
こ
の
明
治
以
前
の
雑
種
的
日
本
文
化
と
明
治
以
降
の
こ
つ
の
雑
種
文
化
と
の
関
係
の
説
明
は
、
文
中
で
全
く
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
日
本
近
代
の
失
敗
し
た
雑
種
化
と
目
指
す
べ
き
雑
種
化
を
両
方
雑
種
化
と
表
現
し
た
こ
と
、
『
日
本
文
化
の
雑
種
性
」
で
日
本
近
代
の
雑
種
化
を
一
度
だ
け
「
接
木
」
と
表
現
し
た
こ
と
(
接
木
と
雑
種
は
別
物
)
な
ど
が
「
雑
種
」
概
念
を
よ
り
唆
味
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
文
化
を
植
物
で
喰
え
た
「
雑
種
」
と
い
う
表
現
自
体
、
文
化
の
形
成
要
素
を
一
つ
の
細
胞
の
よ
う
に
扱
う
文
化
有
機
体
論
で
は
、
「雑種文化論」の恩組(久保)
と
も
捉
え
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
(
こ
の
発
想
を
使
用
し
た
国
家
有
機
体
論
が
、
近
現
代
の
全
体
主
義
思
想
の
支
え
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
)
。
こ
の
よ
う
に
、
「
雑
種
」
の
定
義
に
は
厳
密
さ
が
欠
け
る
。
そ
れ
は
、
「
純
粋
種
」
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
文
化
の
説
明
で
も
変
わ
ら
な
い
。
原
理
に
関
し
て
は
、
英
語
の
文
化
も
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
文
化
も
、
純
粋
種
で
あ
り
、
英
語
ま
た
は
フ
ラ
ン
ス
語
以
外
の
何
も
の
か
ら
も
影
響
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
(
担
)
だ
が
、
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
の
文
化
は
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
1
7
の
文
化
か
ら
多
大
な
影
響
を
受
け
、
そ
れ
に
加
え
ゲ
ル
マ
ン
民
族
や
ケ
ル
ト
民
族
の
文
化
、
そ
の
地
に
住
ん
だ
地
方
民
族
の
文
化
、
さ
ら
に
国
境
の
近
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
影
響
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
む
し
ろ
雑
種
だ
ろ
う
。
加
藤
自
身
も
前
述
の
追
記
(
恕
で
、
雑
種
は
日
本
に
限
ら
な
い
と
い
う
批
判
に
対
し
、
西
洋
文
化
が
土
着
思
想
と
ヘ
ブ
ラ
イ
ズ
ム
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
影
響
に
よ
り
生
ま
れ
た
こ
と
を
認
め
、
そ
の
上
で
、
そ
れ
は
文
化
起
源
の
問
題
で
あ
り
、
英
仏
の
一
七
世
紀
以
後
を
見
れ
ば
純
粋
種
と
反
論
し
て
い
る
。
し
か
し
、
近
代
以
前
の
雑
種
だ
っ
た
歴
史
を
切
り
捨
て
、
円
時
降
を
唐
突
に
純
粋
種
と
す
る
の
は
多
少
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
こ
れ
ら
の
例
が
示
す
よ
う
に
、
加
藤
の
「
雑
種
文
化
論
」
は
肝
心
の
「
雑
種
」
と
「
純
粋
種
」
の
定
義
に
厳
密
さ
が
欠
け
て
い
る
。
加
え
て
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
か
ら
の
日
本
文
化
創
造
と
い
う
説
明
も
具
体
性
に
欠
け
る
。
加
藤
は
新
し
い
哲
学
、
文
学
、
察
祷
の
創
造
を
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
中
身
は
ほ
と
ん
ど
説
明
さ
れ
て
い
な
い
(
超
越
的
価
値
を
葬
術
に
取
り
入
れ
る
こ
と
だ
け
は
述
べ
ら
れ
た
て
恐
ら
く
、
こ
の
時
点
で
は
加
藤
も
そ
の
中
身
を
考
え
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
表
面
的
に
見
れ
ば
、
加
藤
は
社
会
の
見
透
し
を
指
し
示
し
た
だ
け
と
も
取
れ
る
。
加
藤
自
身
に
と
っ
て
、
「
雑
種
文
化
論
」
の
主
張
は
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
漠
然
L
と
し
て
い
る
の
は
否
め
な
い
。
加
藤
は
ど
う
し
て
こ
の
論
を
書
い
た
の
か
。
留
学
中
の
冷
静
な
視
点
(
『
あ
る
旅
行
者
の
思
想
』
(
到
)
)
を
考
え
て
も
、
加
藤
が
ナ
イ
ー
ブ
に
日
本
の
可
能
性
を
信
じ
て
い
た
と
も
思
え
な
い
。
当
時
の
加
藤
の
考
え
を
探
る
た
め
、
次
節
で
同
時
期
の
加
藤
の
文
章
を
見
て
行
く
。
(
五
)
『
雑
種
文
化
論
」
の
裏
側
世
界
史
的
な
流
れ
を
見
る
と
、
加
藤
の
述
べ
る
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
諸
国
は
次
々
と
独
立
を
果
た
し
、
冷
戦
構
造
か
ら
の
朝
鮮
戦
争
、
ア
ジ
ア
の
軍
事
プ
ロ
ッ
タ
形
成
に
伴
う
日
米
安
保
締
結
と
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
に
よ
る
日
本
の
主
権
回
復
(
ア
メ
リ
カ
軍
は
駐
留
)
な
ど
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
共
産
主
義
と
の
対
立
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
対
日
本
占
領
政
策
は
転
換
し
、
日
本
の
民
主
化
、
非
軍
事
化
と
は
逆
の
保
守
化
の
動
き
(
逆
コ
ー
ス
)
が
日
本
国
内
で
進
ん
で
い
た
。
そ
れ
に
対
し
日
本
国
内
で
は
、
一
九
四
八
年
に
平
和
問
題
談
話
会
が
結
成
さ
れ
、
丸
山
田
県
男
な
ど
を
代
表
と
し
た
知
識
人
が
平
和
問
題
や
講
和
問
題
に
つ
い
て
議
論
を
行
っ
て
い
た
。
特
に
、
一
九
五
一
年
以
降
の
論
壇
で
は
、
「
平
和
」
、
「
民
主
主
義
」
、
「
講
和
」
、
「
再
軍
備
」
な
ど
の
言
葉
が
題
さ
れ
た
文
章
が
雑
誌
に
多
く
掲
容
。
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
九
五
五
年
に
は
日
本
民
主
党
と
自
由
党
が
保
守
統
合
し
、
「
五
五
年
体
制
」
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
の
流
れ
に
対
し
、
帰
国
直
後
の
加
藤
は
、
「
第
二
の
め
ざ
め
へ
」
(
一
九
五
五
年
七
月
)
(
召
で
反
共
的
な
世
論
及
び
当
時
の
政
権
の
動
き
を
牽
制
し
て
い
る
。
続
く
「
新
し
い
地
盤
に
立
っ
て
」
(
一
九
五
五
年
八
月
)
(
召
で
は
、
天
皇
制
の
廃
止
、
人
権
の
確
立
、
戦
争
放
棄
、
家
族
制
度
の
廃
止
、
農
地
改
革
、
労
働
組
合
の
発
達
を
戦
後
一
O
年
の
明
確
な
変
化
と
し
、
そ
の
変
化
が
再
軍
備
、
破
防
法
、
教
育
二
法
、
憲
法
改
憲
と
い
う
も
う
一
つ
の
流
れ
を
食
い
止
め
て
い
る
と
述
ベ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
「
雑
種
文
化
論
」
に
お
け
る
「
民
衆
の
自
覚
」
、
「
逆
コ
ー
ス
」
に
当
た
る
。
加
藤
は
強
く
「
逆
コ
ー
ス
」
と
冷
戦
構
造
の
流
れ
を
意
識
し
て
い
る
。
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ま
た
、
「
松
山
の
印
象
」
(
一
九
五
六
年
四
月
)
(
与
で
は
、
日
本
の
民
主
主
義
教
育
に
対
す
る
加
藤
の
期
待
が
見
ら
れ
、
「
雑
種
文
化
論
」
と
同
様
に
日
本
民
主
主
義
へ
の
期
待
も
確
認
で
き
る
。
当
時
の
加
藤
の
意
識
で
も
う
一
つ
見
逃
せ
な
い
の
は
、
日
本
文
化
を
軽
ん
じ
る
社
会
に
対
す
る
批
判
意
識
で
あ
る
。
加
藤
は
日
本
に
お
け
る
西
洋
偏
重
主
義
を
批
判
し
、
日
本
人
の
国
民
意
識
を
強
め
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
西
洋
に
対
し
て
日
本
を
持
ち
上
げ
る
傾
向
は
、
「
松
山
の
印
象
」
や
「
無
条
件
降
伏
と
八
頭
身
」
(
一
九
五
六
年
五
月
)
(
ぎ
で
も
散
見
さ
れ
る
。
こ
の
民
主
主
義
の
主
張
と
「
逆
コ
ー
ス
」
へ
の
意
識
、
日
本
の
積
極
性
と
い
う
発
想
も
「
雑
種
文
化
論
」
と
本
旨
に
お
い
て
一
致
し
て
い
る
。
だ
が
、
「
日
本
の
涙
と
た
め
息
」
(
一
九
五
六
年
二
月
)
(
話
で
は
、
日
本
人
の
西
洋
崇
拝
的
態
度
や
日
本
政
府
の
動
き
が
批
判
さ
れ
、
加
藤
は
日
本
人
の
戦
争
責
任
追
及
の
忘
却
、
戦
中
の
ア
メ
リ
カ
へ
の
憎
悪
の
忘
却
な
ど
を
「
集
団
的
遡
行
性
記
盤
畏
失
症
」
と
強
い
表
現
で
非
難
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
『
雑
種
文
化
論
」
を
日
本
の
「
小
さ
な
」
希
望
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
加
藤
自
身
も
日
本
社
会
の
可
能
性
は
ま
だ
ま
だ
小
さ
い
も
の
と
考
え
て
い
た
と
い
え
る
。
で
は
、
加
藤
の
真
意
は
一
体
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
「
進
歩
的
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
」
(
一
九
五
六
年
九
月
)
(
忍
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
文
中
で
、
加
藤
は
「
進
歩
」
概
念
を
民
主
主
義
に
向
か
う
方
向
と
し
て
設
定
し
、
そ
の
逆
を
「
反
動
」
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
進
歩
的
知
識
人
が
戦
後
行
っ
た
日
本
の
後
進
性
の
誇
張
は
、
①
戦
中
期
の
日
本
礼
賛
の
動
き
を
止
め
、
そ
の
国
家
主
義
を
批
判
、
②
日
本
が
西
洋
に
持
っ
て
い
た
劣
等
感
の
強
化
、
と
い
う
効
果
を
生
み
出
し
た
と
さ
れ
る
。
加
藤
は
、
帥
戸
鐙
陣
後
は
日
本
の
欠
点
の
認
識
と
日
本
の
再
奥
と
い
う
意
識
が
、
知
識
人
と
大
衆
を
結
び
付
け
た
た
め
に
劣
等
感
は
助
長
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
一
方
で
、
朝
鮮
戦
争
期
以
降
は
、
「
逆
コ
ー
ス
」
に
よ
っ
て
大
衆
が
進
歩
に
向
か
・
三
坦
が
閉
ざ
さ
れ
、
知
識
人
が
進
歩
を
唱
え
て
も
劣
等
感
の
助
長
に
し
か
な
ら
な
か
っ
た
と
述
べ
ら
れ
る
。
加
藤
は
、
日
本
社
会
、
文
化
の
欠
点
を
あ
げ
つ
ら
う
こ
と
が
逆
に
日
本
人
の
劣
等
感
を
助
長
さ
せ
、
再
び
反
動
的
な
意
識
や
「
逆
コ
ー
ス
」
に
日
本
人
を
向
か
わ
せ
る
こ
と
を
警
戒
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
対
し
、
加
藤
は
「
国
の
政
治
的
・
経
済
的
独
立
」
の
た
め
、
日
本
社
会
、
文
化
を
過
小
評
価
す
る
態
度
を
改
め
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
。
ま
た
加
藤
は
、
戦
後
直
後
に
は
自
分
自
身
が
「
進
歩
派
」
知
識
人
と
し
て
日
本
の
欠
点
を
強
調
す
る
よ
う
な
言
論
を
書
い
て
い
た
こ
と
を
認
め
、
そ
れ
を
誤
り
と
し
て
い
る
(
答
。
こ
の
文
章
の
内
容
に
よ
っ
て
、
「
雑
種
文
化
論
」
に
お
け
る
論
理
構
成
が
明
確
に
な
る
。「
雑
種
文
化
論
」
で
は
、
戦
後
の
西
洋
化
主
義
者
が
批
判
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
加
藤
自
身
の
自
己
批
判
で
も
あ
っ
た
。
文
中
に
お
け
る
国
粋
主
義
批
判
は
、
「
日
本
回
帰
」
の
流
れ
が
戦
中
の
「
日
本
的
な
も
の
」
に
つ
な
が
る
こ
と
へ
の
警
戒
か
ら
来
た
も
の
と
い
え
る
。
加
藤
が
日
本
の
積
極
性
を
強
く
唱
え
た
の
は
、
日
本
人
の
劣
等
感
の
増
長
が
「
逆
コ
ー
ス
」
に
つ
な
が
る
こ
と
を
危
倶
し
た
か
ら
で
あ
る
。
論
中
で
民
主
主
義
を
強
く
唱
え
た
要
因
も
「
逆
コ
ー
ス
」
へ
の
対
抗
意
識
に
あ
る
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
加
藤
は
日
本
に
積
極
性
を
見
出
す
と
い
う
点
で
は
「
日
本
回
帰
」
を
勧
め
て
い
る
が
、
そ
れ
が
戦
中
の
よ
う
な
形
に
な
る
こ
と
は
強
く
拒
否
し
て
い
る
。
こ
の
「
逆
コ
ー
ス
」
(
非
民
主
化
、
戦
前
回
帰
)
に
対
抗
し
な
が
ら
「
日
本
回
帰
」
を
唱
え
る
と
い
う
姿
勢
に
沿
っ
て
、
加
藤
は
「
雑
種
文
化
論
」
を
書
い
た
の
だ。
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そ
し
て
、
「
雑
種
的
日
本
文
化
の
希
望
」
で
は
、
西
洋
文
化
の
良
さ
を
理
解
す
る
こ
と
が
終
着
点
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
留
学
中
に
西
洋
文
化
が
加
藤
に
圧
倒
的
な
も
の
と
し
て
迫
っ
て
き
た
こ
と
を
想
像
す
る
の
は
難
く
な
い
ロ
加
藤
は
雑
種
と
純
粋
種
、
日
本
と
西
洋
に
優
越
関
係
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
が
、
加
藤
が
最
終
的
に
民
主
主
義
を
「
進
歩
」
と
呼
び
、
西
洋
由
来
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
受
容
を
主
「雑種文化論Jの思想(久保)
張
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
加
藤
は
む
し
ろ
西
洋
に
優
越
性
を
見
て
い
た
よ
う
に
受
け
取
れ
る
。
加
藤
は
、
自
分
が
属
し
て
い
た
進
歩
的
知
識
人
の
立
場
か
ら
一
歩
離
れ
、
進
歩
派
を
内
部
か
ら
批
判
し
、
当
時
流
行
し
て
い
た
「
日
本
回
帰
」
を
肯
定
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
戦
中
の
国
粋
主
義
的
方
向
へ
陥
ら
な
い
よ
う
に
釘
を
刺
し
、
対
抗
勢
力
で
あ
る
保
守
派
の
「
逆
コ
ー
ス
」
の
流
れ
を
批
判
し
て
い
た
。
そ
の
姿
勢
は
、
日
本
の
文
化
に
目
を
向
け
つ
つ
も
、
そ
の
戦
中
回
帰
は
許
さ
ず
、
西
洋
文
化
も
評
価
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
「
雑
種
文
化
論
」
に
お
け
る
加
藤
の
位
置
は
、
他
の
思
想
家
と
較
べ
て
型
自
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
言
論
界
か
ら
ど
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
た
の
か
。第
葦
比
較
と
リ
ア
ヲ
シ
ヨ
ン
こ
こ
で
、
当
時
の
思
想
状
況
を
示
す
代
表
的
な
日
本
文
化
論
、
丸
山
民
男
「
日
本
の
思
想
」
(
一
九
五
七
年
)
(
芝
、
竹
内
好
「
中
国
の
近
代
と
日
本
の
近
代
」
(
一
九
四
八
年
)
(
旬
、
福
田
恒
存
「
日
本
お
よ
び
日
本
人
」
{
一
九
五
五
年
)
(
包
と
の
比
較
を
行
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
前
章
ま
で
説
明
し
た
「
雑
種
文
化
論
」
の
特
徴
の
独
自
性
を
裏
付
け
、
同
時
代
に
お
け
る
位
置
付
け
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
(
一
〉
『
日
本
の
思
想
」
、
『
中
国
の
近
代
と
日
本
の
近
代
」
、
「
日
本
お
よ
び
日
本
人」
ま
ず
、
「
雑
種
文
化
論
」
に
対
し
て
明
確
な
批
判
を
行
っ
た
、
丸
山
民
男
「
日
本
の
思
想
」
を
取
り
上
げ
る
。
丸
山
も
加
藤
も
、
当
時
の
時
代
の
「
逆
コ
ー
ス
」
の
流
れ
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
り
、
両
者
の
立
ち
位
置
!
批
判
の
相
手
に
は
共
通
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
丸
山
は
、
日
本
の
思
想
の
特
徴
を
「
雑
居
状
態
」
と
表
現
す
る
。
日
本
に
お
い
て
、
東
洋
文
化
と
西
洋
文
化
が
ご
ち
ゃ
混
ぜ
の
状
態
で
あ
り
、
西
洋
文
化
が
上
手
く
入
っ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
捉
え
方
は
、
「
雑
種
文
化
論
」
に
お
け
る
表
面
的
で
失
敗
し
た
西
洋
輸
入
(
雑
種
化
)
と
類
似
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
加
藤
の
雑
種
化
と
い
う
表
現
は
、
「
穏
」
と
い
う
植
物
の
比
喰
を
使
用
す
る
こ
と
で
二
つ
の
文
化
の
混
合
状
態
を
示
し
、
丸
山
の
「
雑
居
」
は
、
両
文
化
を
交
わ
ら
な
い
立
体
構
造
で
表
現
し
て
い
る
た
め
、
両
表
現
は
水
準
が
異
な
る
。
「
日
本
の
思
想
」
の
最
終
部
に
お
い
て
、
丸
山
は
「
雑
種
文
化
論
」
の
純
粋
化
運
動
批
判
、
雑
種
性
を
積
極
的
に
捉
え
る
点
を
「
傾
聴
す
べ
き
意
見
」
、
「
大
方
の
趣
旨
は
賛
成
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
丸
山
は
、
井
上
哲
次
郎
な
ど
の
「
東
西
融
合
論
」
な
ど
を
例
示
し
て
、
安
易
に
雑
種
化
的
思
考
を
す
る
こ
と
を
危
倶
し
て
お
り
、
思
想
の
雑
種
化
に
は
否
定
的
な
面
が
あ
る
と
す
る
こ
と
で
加
藤
を
批
判
し
て
い
る
。
丸
山
4
4
、
雑
居
を
雑
種
に
ま
で
高
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
認
識
と
し
て
も
実
践
と
し
て
も
や
は
り
強
靭
な
自
己
制
御
力
を
具
し
た
主
体
な
し
に
は
生
ま
れ
な
い
。
そ
の
主
体
を
私
達
が
う
み
だ
す
こ
と
が
、
と
り
も
な
お
さ
ず
私
た
ち
の
「
革
命
」
の
課
題
で
あ
る
。
(
但
)
と
述
べ
、
雑
種
化
を
雑
居
性
を
乗
り
越
え
た
「
革
命
』
の
先
に
あ
る
も
の
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。
両
者
の
日
本
思
想
に
対
す
る
捉
え
方
は
、
思
想
が
構
造
化
さ
れ
ず
に
堆
積
し
続
け
る
「
層
」
で
捉
え
る
丸
山
と
、
過
去
と
現
代
を
点
で
捉
え
、
そ
れ
を
直
線
で
結
び
つ
け
る
加
藤
と
い
う
違
い
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
加
藤
は
日
本
の
問
題
を
既
に
近
代
化
し
た
国
の
問
題
と
し
て
い
る
が
、
丸
山
は
「
強
靭
な
自
己
制
御
力
を
具
し
た
主
体
」
の
確
立
を
課
題
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
両
者
の
「
近
代
化
」
観
の
違
い
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
(
加
藤
は
、
資
本
主
義
化
、
産
業
化
を
近
代
化
と
し
、
丸
山
は
主
体
の
確
立
を
近
代
化
と
し
て
い
る
)
。
加
藤
の
視
点
か
ら
す
る
と
、
丸
山
は
西
洋
化
主
義
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
次
に
、
加
藤
を
強
く
意
識
し
て
い
た
竹
内
好
(
拍
)
の
「
中
国
の
近
代
と
日
本
の
近
代
」
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
論
文
は
他
の
文
章
よ
り
も
成
立
時
期
は
早
い
が
、
竹
内
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「
た
ぶ
ん
自
分
の
手
で
は
も
う
こ
れ
以
上
の
理
論
化
は
望
め
な
い
か
も
し
れ
(
判
)
と
書
い
て
お
り
、
竹
内
の
日
本
論
と
し
て
適
当
と
い
え
る
。
こ
の
論
文
の
主
な
テ
!
?
は
、
日
本
の
近
代
、
西
洋
化
主
義
、
普
遍
主
義
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。
日
本
の
西
洋
に
対
す
る
抵
抗
の
少
な
さ
、
西
洋
の
「
ド
レ
イ
」
と
い
う
現
実
、
そ
れ
を
作
り
出
す
「
優
等
生
」
根
性
な
ど
ど
れ
も
日
本
に
厳
し
い
評
価
を
竹
内
は
下
し
て
い
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
、
当
時
三
九
四
八
年
)
の
日
本
に
お
い
て
、
西
洋
化
主
義
的
歴
史
観
が
流
行
し
て
い
た
こ
と
や
、
加
藤
ら
が
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
主
張
し
て
東
洋
と
西
洋
の
普
遍
性
を
述
べ
て
い
た
こ
と
へ
の
反
論
と
い
え
る
。
竹
内
は
そ
れ
ら
に
東
洋
的
伝
統
の
価
値
を
対
置
す
る
。
加
藤
が
西
洋
の
人
権
思
想
や
制
度
に
普
遍
性
を
見
出
し
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
積
極
的
な
姿
勢
を
示
し
て
い
る
の
に
対
し
、
竹
内
は
そ
も
そ
も
、
東
洋
と
西
洋
で
は
原
理
が
違
う
と
い
う
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
る
た
め
、
そ
の
安
易
な
受
け
入
れ
を
批
判
し
て
い
る
。
竹
内
は
、
西
洋
受
容
の
歴
史
を
批
判
対
象
と
す
る
。
こ
こ
は
、
両
者
の
西
洋
に
対
す
る
意
識
の
違
い
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
。
最
後
に
、
加
藤
と
同
時
期
(
一
九
五
三
年
1
一
九
五
四
年
)
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
学
し
た
、
保
守
派
の
知
識
人
、
福
田
恒
存
に
よ
る
西
洋
化
主
義
批
判
の
文
章
「
日
本
お
よ
び
日
本
人
」
を
取
り
上
げ
る
。
文
中
で
福
田
は
、
日
本
の
西
洋
流
入
が
日
本
の
伝
統
を
混
乱
に
陥
れ
た
こ
と
を
強
く
批
判
し
て
い
る
。
福
田
は
、
現
代
日
本
の
混
乱
が
「
和
合
と
美
と
を
生
活
の
原
理
と
す
る
民
族
が
、
能
率
や
権
利
義
務
を
生
活
の
原
理
と
す
る
西
洋
人
の
思
想
と
制
度
を
受
け
入
れ
た
こ
と
か
ら
生
じ
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
日
本
へ
の
西
洋
文
化
の
輸
入
を
拒
否
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
加
藤
に
お
い
て
普
通
的
と
さ
れ
る
西
洋
の
民
主
主
義
や
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
、
福
岡
に
と
っ
て
は
日
本
の
混
乱
の
原
因
と
さ
れ
る
。
加
藤
の
論
も
福
田
の
論
も
、
西
洋
と
日
本
を
相
対
的
に
眺
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
を
示
し
て
は
い
る
が
、
そ
こ
か
ら
普
遍
性
に
進
も
う
と
す
る
加
藤
と
、
文
化
の
相
対
化
に
徴
す
る
福
田
の
姿
勢
に
は
差
が
あ
る
。
だ
が
、
福
田
は
日
本
の
な白
い身
「
封
建
的
」
要
素
こ
そ
が
日
本
の
個
性
で
あ
る
と
主
張
し
て
お
り
、
封
建
的
要
素
に
対
し
て
は
厳
し
い
目
を
持
っ
て
い
た
加
藤
と
は
対
照
的
だ
。
ま
た
、
福
田
も
加
藤
も
日
本
の
劣
等
感
の
排
除
を
主
張
し
て
い
る
が
、
西
洋
的
要
素
を
追
い
払
う
こ
と
、
雑
種
性
を
認
識
し
先
に
進
む
こ
と
、
と
い
う
主
張
の
差
異
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
福
田
と
加
藤
は
同
時
期
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
学
し
た
こ
と
で
、
日
本
と
西
洋
に
違
い
が
あ
る
と
認
め
る
点
で
は
同
じ
だ
が
、
両
者
の
提
示
す
る
日
本
と
西
洋
の
あ
る
べ
き
関
係
に
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
。
C
C
「
雑
種
文
化
論
」
の
独
自
性
加
藤
の
「
雑
種
文
化
論
」
は
、
戦
後
論
壇
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
西
洋
化
主
義
と
戦
中
に
駿
雇
し
て
い
た
国
粋
主
義
、
お
よ
び
一
九
五
0
年
代
初
期
の
「
逆
コ
ー
ス
』
を
批
判
す
る
こ
と
を
目
的
に
書
か
れ
た
文
章
で
あ
る
。
丸
山
の
文
章
は
、
国
粋
主
義
や
安
易
な
東
西
甲
舗
の
風
合
に
批
判
的
な
姿
勢
を
保
ち
な
が
ら
、
西
洋
化
主
義
を
批
判
は
し
な
か
っ
た
。
竹
内
の
文
章
は
、
西
洋
化
主
義
に
対
抗
す
る
意
識
で
書
か
れ
て
お
り
、
中
国
革
命
や
ア
ジ
ア
と
の
連
帯
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
。
竹
内
は
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
原
理
の
差
に
注
目
し
て
お
り
、
普
遍
性
を
求
め
る
態
度
は
無
い
。
福
田
の
文
章
で
は
、
西
洋
化
主
義
批
判
か
繰
り
広
げ
ら
れ
る
一
方
で
、
日
本
の
戦
中
の
残
虐
行
為
を
日
本
人
の
特
徴
で
あ
る
感
覚
主
義
に
支
え
ら
れ
た
「
和
」
の
精
神
に
よ
る
も
の
と
し
て
お
り
、
そ
れ
を
弁
護
す
る
よ
う
な
姿
勢
も
見
て
取
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
「
雑
種
文
化
論
」
は
、
西
洋
化
主
義
、
国
粋
主
義
、
「
逆
コ
ー
ス
」
、
「
日
本
回
帰
」
の
流
れ
に
対
し
て
、
知
識
人
層
に
戦
中
の
国
粋
主
義
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
釘
を
刺
し
、
さ
ら
に
戦
後
の
西
洋
化
主
義
を
も
内
部
か
ら
批
判
す
る
こ
と
で
新
し
い
文
化
の
方
向
性
を
提
唱
し
た
、
と
い
・
三
島
味
で
独
自
性
を
持
っ
て
い
た
。
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こ
の
よ
う
な
加
藤
の
姿
勢
は
ど
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
た
の
か
。
の思想(久保)「雑種文化論」
(
三
〉
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
服
部
達
桑
原
武
夫
「
雑
種
文
化
論
」
に
対
し
最
も
早
く
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
し
た
の
は
、
服
部
達
の
「
知
識
人
の
日
本
回
帰
」
(
告
だ
と
恩
わ
れ
る
。
服
部
は
加
藤
の
「
雑
種
」
と
い
う
表
現
を
採
用
し
、
「
日
本
の
文
化
は
雑
種
化
す
る
こ
と
で
持
続
し
て
き
た
」
と
述
べ
、
日
本
知
識
人
の
傾
向
を
「
雑
種
的
な
文
化
に
身
を
置
き
な
が
ら
、
純
血
種
の
文
化
に
あ
こ
が
れ
る
」
と
い
う
意
識
に
見
る
。
服
部
は
、
加
藤
も
そ
の
知
識
人
の
枠
に
入
れ
、
「
加
藤
周
一
の
言
葉
に
は
、
ど
と
や
ら
和
魂
洋
才
の
裏
返
し
と
い
っ
た
、
プ
ラ
グ
7
テ
イ
ズ
ム
の
匂
い
が
す
る
」
と
し
て
い
る
。
服
部
の
述
べ
る
プ
ラ
グ
マ
テ
イ
ズ
ム
と
は
、
思
想
を
道
具
と
し
て
、
自
由
に
入
れ
替
え
で
き
る
も
の
と
し
て
扱
う
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
し
か
し
、
加
藤
を
純
粋
種
へ
憧
れ
る
知
識
人
と
す
る
こ
と
や
、
西
洋
思
想
を
道
具
と
し
て
扱
う
プ
ラ
グ
マ
テ
イ
ス
ト
と
す
る
こ
と
は
、
「
雑
種
文
化
論
」
の
加
藤
の
主
張
と
異
な
る
ロ
加
藤
は
雑
種
一
般
を
肯
定
し
て
い
な
い
。
そ
の
意
味
で
服
部
の
批
判
は
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
で
あ
る
桑
原
武
夫
は
、
「
加
藤
周
一
著
雑
種
文
化
匝
(
必
で
加
藤
の
『
雑
種
文
化
』
を
日
本
文
化
論
に
お
い
て
重
要
な
萌
芽
を
持
つ
も
の
と
し
て
評
価
し
て
い
る
ロ
桑
原
は
、
日
本
文
化
を
雑
種
と
す
る
こ
と
へ
の
批
判
は
他
者
に
委
ね
る
と
し
な
が
ら
、
自
分
自
身
は
「
こ
れ
を
否
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
よ
う
に
私
は
思
う
」
と
す
る
一
方
で
、
雑
種
文
化
の
具
体
的
中
身
の
欠
如
、
純
粋
を
志
向
し
な
い
文
化
生
産
の
可
否
、
文
学
、
整
術
が
直
接
に
世
界
的
普
遍
性
を
目
指
す
必
要
は
無
く
、
ま
た
不
可
能
で
あ
る
な
ど
の
批
判
を
行
っ
て
い
る
。
桑
原
の
述
べ
る
よ
う
に
、
「
雑
種
文
化
論
」
に
お
け
る
具
体
性
欠
知
の
傾
向
は
確
か
に
見
え
る
。
ま
た
、
文
学
、
撃
証
明
が
世
界
的
普
通
性
を
目
指
す
必
要
は
な
く
、
そ
れ
は
不
可
能
と
い
う
主
張
は
、
西
洋
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
普
遍
性
を
見
る
加
藤
の
主
張
が
原
理
の
提
示
に
止
ま
っ
て
お
り
、
文
学
、
塾
術
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
明
示
し
て
い
な
い
こ
と
に
対
す
る
批
判
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
前
述
の
よ
う
に
、
丸
山
虞
男
は
加
藤
に
対
し
、
思
想
に
関
し
て
は
、
東
丸
山
民
男
西
融
合
論
、
弁
証
法
的
統
一
論
の
悪
し
き
雑
種
化
の
歴
史
が
あ
る
た
め
に
雑
居
が
適
当
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
日
本
思
想
に
お
け
る
問
題
は
、
思
想
が
「
交
」
わ
ら
な
い
(
雑
種
に
な
ら
な
い
)
こ
と
に
あ
る
の
だ
と
批
判
し
て
い
る
。
丸
山
は
、
雑
居
を
対
置
す
る
こ
と
で
、
加
藤
と
は
異
な
っ
た
日
本
思
想
の
捉
え
方
を
述
べ
た
が
、
丸
山
の
指
摘
は
思
想
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
日
本
文
化
全
体
に
及
ぶ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
丸
山
が
雑
種
を
奇
定
す
る
論
拠
と
な
っ
た
の
が
、
過
去
の
失
敗
し
た
雑
種
化
の
歴
史
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
丸
山
は
加
藤
の
示
し
た
将
来
の
雑
種
化
よ
り
も
過
去
の
失
敗
し
た
雑
種
化
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
い
る
ロ
こ
の
よ
う
に
、
「
雑
種
文
化
論
」
は
知
識
人
達
に
様
々
な
影
響
を
与
え
た
が
、
日
本
文
化
を
「
雑
種
」
と
規
定
し
た
点
に
議
論
が
集
中
し
、
服
部
達
の
よ
う
に
、
加
藤
が
表
面
的
な
西
洋
文
化
移
入
を
批
判
し
て
い
る
点
を
重
く
見
て
い
な
い
よ
う
な
批
判
も
登
場
し
た
。
一
方
で
、
「
雑
種
文
化
論
」
の
国
粋
主
義
批
判
、
西
洋
化
主
義
批
判
、
「
逆
コ
ー
ス
」
に
よ
る
行
き
過
ぎ
た
日
本
回
帰
へ
の
警
戒
に
関
し
て
は
ほ
ぼ
言
及
が
な
く
、
目
指
す
べ
き
雑
種
化
に
関
し
て
は
桑
原
が
具
体
性
の
欠
知
を
指
摘
す
る
の
み
で
あ
る
。
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そ
の
意
味
で
は
、
雑
種
化
に
積
極
性
を
持
た
せ
よ
う
と
い
う
加
藤
の
主
張
は
、
他
の
知
識
人
に
は
共
有
さ
れ
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
日
本
文
化
が
西
洋
と
の
雑
種
で
あ
る
と
い
う
常
識
的
な
認
識
を
述
べ
た
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
を
鑑
み
る
と
、
「
雑
種
文
化
論
」
の
同
時
代
的
な
意
義
は
、
漠
然
と
日
本
文
化
を
把
握
す
る
概
念
を
知
識
人
に
提
供
し
た
と
い
う
点
に
止
ま
り
、
非
常
に
限
定
的
で
あ
る
a
加
藤
は
、
『
雑
種
文
化
』
と
同
じ
月
に
そ
の
背
景
を
示
し
た
『
進
歩
的
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
」
を
発
表
し
、
そ
の
動
機
が
理
解
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
の
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
叶
わ
な
か
っ
た
ロ
四
、
加
藤
思
想
史
に
お
け
る
『
雑
種
文
化
論
」
加
藤
は
、
前
掲
の
著
作
集
の
追
記
で
「
雑
種
文
化
論
」
を
「
信
条
の
告
白
」
と
述
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、
雑
種
性
に
積
極
性
を
見
る
こ
と
は
「
今
も
変
わ
り
が
な
い
」
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
世
界
中
で
日
本
文
化
、
思
想
を
教
え
、
そ
の
主
著
と
も
い
え
る
『
日
本
文
学
史
序
説
』
(
初
)
を
書
い
た
後
で
も
、
加
藤
は
雑
種
と
い
う
概
念
を
撤
回
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
日
本
文
化
の
特
徴
と
さ
れ
た
雑
種
概
念
は
、
発
表
か
ら
数
年
で
定
義
を
変
え
て
行
く
。
「
世
界
文
学
か
ら
み
た
日
本
文
学
」
(
著
作
集
で
は
改
題
「
果
た
し
て
「
断
絶
」
は
あ
る
か
」
)
(
一
九
五
六
年
九
月
)
(
崎
)
で
、
加
藤
は
永
井
荷
風
の
「
本
庖
」
、
「
支
庖
」
と
い
う
概
念
を
借
り
て
、
日
本
の
雑
種
性
を
中
国
と
の
雑
種
化
と
西
洋
と
の
雑
種
化
に
二
分
し
、
明
治
以
前
と
以
降
の
日
本
文
化
に
断
絶
は
無
い
と
し
な
が
ら
も
、
中
国
!
西
洋
両
文
化
か
ら
の
影
響
が
重
な
っ
た
こ
と
は
無
い
と
す
る
。
こ
の
文
章
で
は
、
「
雑
種
文
化
論
」
で
明
示
さ
れ
な
か
っ
た
中
園
、
西
洋
、
両
者
と
の
雑
種
化
の
関
係
が
説
明
さ
れ
、
旦
本
文
化
は
明
治
以
前
も
川
護
も
雑
種
だ
っ
た
こ
と
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
文
化
の
異
質
性
な
ど
が
説
か
れ
る
。
ま
た
、
「
日
本
的
な
も
の
の
概
念
に
つ
い
て
」
(
一
九
五
七
年
八
月
)
で
は
、
文
学
、
思
想
、
塾
術
の
国
際
化
と
い
う
現
代
の
状
況
が
論
点
、
と
な
り
、
世
界
中
の
文
化
を
理
解
す
る
た
め
に
、
普
遍
的
な
価
値
の
原
理
を
求
め
る
必
要
性
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
加
藤
は
、
私
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
日
本
に
独
特
の
現
象
と
し
て
、
「
雑
種
文
化
」
と
い
う
言
葉
で
呼
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
雑
種
文
化
」
と
い
う
現
実
は
、
あ
る
意
味
で
は
現
代
の
精
神
的
問
題
の
集
中
的
表
れ
と
も
見
ら
れ
る
。
(
相
)
と
す
る
こ
と
で
、
文
化
の
雑
種
性
を
グ
ロ
ー
バ
ル
化
(
地
球
規
模
化
)
に
よ
る
全
世
界
的
現
象
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
雑
種
概
+
従
転
換
し
、
日
本
だ
け
で
は
な
く
、
現
代
世
界
の
特
徴
の
一
つ
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
文
中
で
、
加
藤
は
未
だ
に
そ
れ
を
日
本
に
著
し
い
特
徴
と
し
て
い
る
が
、
雑
種
文
化
を
世
界
の
問
題
と
し
た
こ
と
で
、
文
化
の
雑
種
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
ほ
と
ん
ど
等
し
い
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
日
本
の
特
徴
と
し
て
の
雑
種
文
化
は
、
わ
ず
か
二
年
程
度
で
換
骨
奪
胎
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
え
る
。
だ
が
、
「
雑
種
文
化
論
」
は
、
以
後
の
加
藤
の
文
章
に
様
々
に
派
生
し
て
行
く
。
(
一
)
日
本
的
土
着
思
想
の
探
究
へ
「
雑
種
文
化
論
」
は
、
加
藤
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
な
っ
た
世
界
的
視
野
か
ら
の
本
格
的
な
日
本
探
究
の
端
緒
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
「
日
本
文
化
の
雑
種
性
」
の
最
初
で
加
藤
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。
ま
た
日
本
に
昔
あ
っ
た
文
化
、
現
在
日
本
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
転
が
っ
て
い
る
問
題
は
、
西
洋
の
文
化
や
問
題
よ
り
も
つ
ま
ら
な
い
も
の
で
は
な
く
、
却
っ
て
お
も
し
ろ
い
点
が
あ
る
、
そ
の
点
に
注
意
し
そ
の
点
を
発
展
さ
せ
て
ゆ
か
な
か
っ
た
の
は
、
そ
れ
に
は
そ
れ
相
応
の
理
由
が
あ
る
と
し
て
・
も
、
少
な
く
と
も
私
自
身
の
場
合
に
は
怠
慢
で
あ
っ
た
と
考
え
た
。
私
は
こ
れ
か
ら
そ
の
怠
慢
を
と
り
も
ど
す
仕
事
を
は
じ
め
る
つ
も
り
だ
。
(
怨
こ
の
文
章
が
嘘
で
な
い
こ
と
は
、
加
藤
周
一
の
著
述
史
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
「
雑
種
文
化
論
」
以
降
、
加
藤
は
日
本
文
化
を
他
の
文
化
と
の
比
較
を
通
じ
て
論
じ
る
姿
勢
を
常
に
堅
持
し
な
が
ら
、
よ
り
詳
細
に
そ
れ
を
論
じ
る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
、
加
藤
は
、
一
九
五
七
年
ま
で
に
「
世
界
文
学
か
ら
み
た
日
本
文
学
」
、
「
近
代
日
本
の
文
明
史
的
位
置
」
(
一
九
五
七
年
三
月
)
(
包
、
「
日
本
的
な
も
の
の
概
念
に
つ
い
て
」
を
書
き
、
早
く
も
日
本
人
の
精
神
構
造
の
源
流
を
辿
る
ま
果
を
始
め
て
いる。
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結
論
は
要
す
る
に
仏
教
渡
来
以
前
の
原
始
宗
教
的
世
界
に
は
、
超
越
的
な
彼
岸
思
想
が
な
か
っ
た
、
仏
教
、
儒
教
、
お
よ
び
西
洋
文
化
の
影
響
も
、
そ
の
点
に
お
い
て
は
、
日
本
人
の
意
識
を
け
っ
き
ょ
く
変
革
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
。
(
幻
)
日
本
の
大
衆
の
意
識
の
構
造
を
決
定
し
た
歴
史
的
な
要
因
は
、
明
ら
か
に
超
越
的
一
神
教
と
は
全
く
ち
が
う
も
の
で
あ
っ
た
。
:
仏
教
以
前
の
神
道
的
世
界
「雑種文化論」の思想(久保)
に
は
、
全
く
超
越
的
構
造
が
な
か
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
(
臼
)
日
本
の
土
着
世
界
観
と
海
外
思
想
の
絡
み
合
い
と
い
う
問
題
が
、
既
に
こ
れ
ら
の
文
章
で
観
察
で
き
る
。
つ
ま
り
、
『
日
本
文
学
史
序
説
』
の
メ
イ
ン
テ
!
?
と
も
い
え
る
通
史
的
な
日
本
人
の
意
識
構
造
の
探
究
に
加
藤
は
進
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
加
藤
は
「
雑
種
文
化
論
」
中
で
、
「
日
本
の
文
化
的
資
材
は
す
で
に
あ
る
も
の
が
充
分
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
」
と
し
て
、
日
本
の
思
想
を
も
う
一
度
振
り
返
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
加
藤
は
自
ら
そ
れ
を
実
践
し
よ
う
と
し
た
と
い
え
る
。
新
し
い
日
本
文
化
像
を
築
こ
う
と
し
た
「
雑
種
文
化
論
』
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
日
本
と
は
何
か
と
い
う
聞
い
に
加
藤
を
誘
っ
た
。
以
降
、
加
藤
の
日
本
文
化
に
対
す
る
知
識
量
は
爆
発
的
に
増
え
て
行
く
。
(
ニ
)
比
較
文
化
的
考
察
と
西
洋
論
加
藤
は
「
雑
種
文
化
論
」
で
見
せ
た
世
界
へ
の
視
点
も
持
ち
続
け
た
ロ
第
二
次
大
戦
中
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
全
体
主
義
を
陰
な
が
ら
支
持
し
た
層
に
注
目
し
、
各
国
を
比
較
し
な
が
ら
戦
中
の
精
神
構
造
に
つ
い
て
論
じ
た
「
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
反
動
の
論
理
」
(
日
)
な
ど
の
西
洋
論
も
多
い
。
ま
た
、
比
較
文
化
的
観
点
か
ら
、
文
学
概
念
の
拡
張
を
提
言
し
た
「
文
学
の
概
念
と
中
世
的
人
間
」
(
怨
な
ど
も
あ
る
。
こ
の
世
界
へ
の
視
点
は
、
加
藤
が
海
外
で
日
本
文
化
を
教
え
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
一
層
強
く
な
り
、
「
「
追
い
つ
き
」
過
程
の
構
造
に
つ
い
て
」
(
笛
な
ど
の
優
れ
た
比
較
文
化
論
な
ど
が
書
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
(
=
一
)
文
化
創
造
語
加
藤
の
文
化
創
造
論
は
、
主
に
墾
術
論
を
中
心
に
な
さ
れ
る
。
そ
の
成
果
は
主
に
『
加
藤
周
一
著
作
集
第
一
一
巻
』
〔
g
に
収
め
ら
れ
る
が
、
特
に
「
義
術
家
の
個
性
」
(
怨
。
で
は
、
現
代
の
「
科
学
の
時
代
」
を
破
る
新
し
い
墓
術
が
、
「
創
造
力
の
ゆ
く
え
」
(
包
で
は
、
「
日
本
人
の
創
造
力
の
回
復
」
が
唱
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
「
現
代
の
醤
術
的
創
造
」
(
包
で
、
国
際
的
な
価
値
で
あ
る
「
国
際
的
言
語
」
を
使
用
し
た
普
遍
的
整
術
創
造
が
現
代
芸
術
の
課
題
と
さ
れ
る
。
「
雑
種
文
化
論
」
に
お
け
る
雑
種
か
ら
積
極
性
を
つ
く
る
と
い
う
発
想
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
い
て
、
世
界
に
普
遍
的
な
事
証
明
を
つ
く
る
と
い
う
発
想
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
(
四
)
社
会
評
論
政
治
的
な
評
論
で
は
、
「
雑
種
文
化
論
」
時
の
理
想
主
義
的
な
姿
勢
は
急
激
に
変
化
し
、
む
し
ろ
非
常
に
現
実
的
な
文
章
を
加
藤
は
書
く
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
、
冷
戦
下
の
日
本
と
世
界
の
情
勢
、
日
本
の
保
守
的
政
策
を
検
討
し
た
「
風
向
き
の
変
化
と
日
本
の
現
実
主
義
」
(
む
や
知
識
人
の
戦
争
責
任
問
題
を
描
い
た
「
戦
争
と
知
識
人
」
(
臼
)
な
ど
が
あ
る
。
加
藤
は
、
日
本
の
安
保
問
題
や
中
国
承
認
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
や
一
九
六
八
年
の
学
生
運
動
な
ど
の
政
治
問
題
に
も
敏
感
に
反
応
し
、
そ
れ
ら
を
冷
静
に
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
プ
ラ
ハ
の
春
」
に
つ
い
て
書
い
た
「
言
葉
と
戦
車
」
(
@
は
、
加
藤
の
政
治
評
論
の
中
で
も
非
常
に
内
容
の
充
実
し
た
も
の
と
な
る
。
以
上
、
「
雑
種
文
化
論
」
で
展
開
さ
れ
た
議
論
が
そ
れ
ぞ
れ
加
藤
の
仕
事
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え
た
か
を
一
瞥
し
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
「
雑
種
文
化
論
」
が
加
藤
の
思
想
史
に
お
い
て
非
常
に
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
こ
と
、
こ
れ
を
契
機
に
加
藤
の
思
想
が
さ
ら
に
発
展
し
た
こ
と
は
示
せ
た
の
で
は
な
い
か
。
勿
論
、
留
学
前
の
加
藤
の
文
章
に
よ
り
比
重
を
置
く
見
方
も
あ
り
得
る
だ
ろ
う
が
、
留
学
前
と
後
の
文
章
の
質
的
違
い
、
後
の
仕
事
と
の
関
連
性
、
周
囲
へ
の
影
響
を
考
え
る
と
、
「
雑
種
文
化
論
」
は
加
藤
周
一
の
思
想
に
お
け
る
一
つ
の
画
期
だ
っ
た
と
い
え
る
。
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語
加
藤
の
「
雑
種
文
化
論
」
は
、
知
識
人
の
「
日
本
回
帰
」
と
「
逆
コ
ー
ス
」
が
同
時
に
進
行
し
て
い
た
時
代
に
あ
っ
て
、
純
粋
種
的
発
泡
に
対
し
雑
種
と
い
う
概
念
を
対
置
し
、
知
識
人
層
に
戦
中
の
国
粋
主
義
に
陥
ら
な
い
よ
う
く
さ
び
を
打
ち
込
み
、
『年報日本思想史』第18号 (2019年3月)
さ
ら
に
戦
後
の
西
洋
化
主
義
、
「
逆
コ
ー
ス
」
を
も
批
判
す
る
こ
と
で
新
し
い
文
化
の
方
向
性
を
提
唱
し
た
、
と
い
う
意
味
で
日
本
思
相
官
史
的
な
意
義
が
あ
る
と
い
え
る
ロ
こ
れ
が
、
他
の
日
本
文
化
論
に
は
な
い
「
雑
種
文
化
論
」
の
個
性
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
論
が
加
藤
の
個
人
思
想
史
に
お
い
て
非
常
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。
一
方
で
、
日
本
の
文
化
の
説
明
と
い
う
意
味
で
は
特
に
特
徴
的
で
は
な
く
、
概
念
規
定
が
粗
雑
で
あ
り
、
文
化
創
造
の
具
体
性
に
欠
け
、
同
時
代
の
知
識
人
か
ら
も
日
本
n
雑
種
と
い
う
限
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
理
解
さ
れ
た
だ
け
で
、
加
藤
自
身
が
期
待
し
た
理
解
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
意
味
で
、
「
雑
種
文
化
論
」
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。
加
藤
の
「
雑
種
文
化
論
」
は
、
日
本
の
雑
種
性
に
積
極
性
を
見
る
と
い
う
結
論
が
注
目
さ
れ
、
加
藤
の
「
小
さ
な
希
望
」
だ
っ
た
民
主
主
義
的
文
化
形
成
は
、
人
々
に
は
理
解
さ
れ
ず
失
敗
に
終
わ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
時
代
の
流
れ
を
読
み
、
当
時
流
行
し
て
い
た
西
洋
化
主
義
、
国
粋
主
義
を
両
方
批
判
し
、
「
雑
種
」
と
い
う
形
で
両
者
を
調
停
す
る
よ
う
な
加
藤
の
議
論
は
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
お
り
、
復
興
と
「
逆
コ
ー
ス
」
の
時
代
に
お
け
る
加
藤
の
苦
心
の
跡
も
観
察
で
き
る
。
そ
し
て
、
加
藤
の
対
崎
し
た
「
日
本
と
西
洋
」
と
い
う
文
化
の
問
題
は
現
代
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
西
洋
文
化
は
日
本
を
魅
了
し
続
け
、
西
洋
社
会
へ
の
劣
等
意
識
は
消
え
て
は
い
な
い
。
加
藤
の
時
代
以
後
、
日
本
人
は
世
界
に
影
響
を
与
え
る
文
化
を
形
成
し
た
の
か
、
そ
も
そ
も
日
本
人
は
自
分
自
身
の
文
化
を
顧
み
る
努
力
を
し
て
き
た
の
か
。
こ
れ
か
ら
あ
る
べ
き
日
本
と
西
洋
の
関
係
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
こ
れ
は
文
化
相
対
主
義
で
は
簡
単
に
片
づ
け
ら
れ
る
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
加
藤
が
直
面
し
た
「
日
本
と
西
洋
」
の
問
題
は
今
で
も
日
本
の
大
き
な
問
題
と
い
え
る
。
「
雑
種
文
化
論
」
以
後
、
加
藤
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
論
、
日
本
論
、
墓
術
論
と
旺
盛
な
執
筆
活
動
を
続
け
て
行
く
。
そ
し
て
、
一
九
五
八
年
の
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
差
胃
議
を
機
に
医
業
を
廃
し
、
一
九
六
O
年
に
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
日
本
文
学
、
日
本
文
化
の
教
師
と
し
て
教
鞭
を
取
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
以
降
も
国
際
的
に
日
本
文
化
を
教
え
る
過
程
で
、
加
藤
は
日
本
の
古
典
に
対
す
る
造
詣
を
さ
ら
に
深
め
、
そ
の
成
果
が
加
藤
最
大
の
著
作
『
日
本
文
学
史
序
説
』
と
し
て
結
実
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
著
作
の
意
義
が
解
明
さ
れ
た
と
き
、
『
雑
種
文
化
論
」
の
持
っ
て
い
た
意
味
も
よ
り
一
層
明
ら
か
に
な
る
と
い
え
る
。
註
一
九
七
九
年
。
以
降
、
『
加
藤
周
一
(1)
加
藤
周
一
『
加
藤
周
一
著
作
集
第
七
巻
』
平
凡
社
、
著
作
差
は
、
著
作
集
と
略
す
。
(
2
)
『
著
作
集
第
七
巻
』
。
〔
3
)
加
藤
周
一
『
雑
種
文
化
|
日
本
の
小
さ
な
希
望
|
』
大
日
本
雄
排
曾
講
談
社
、
九
五
六年。
(
4
)
当
時
の
文
章
で
は
、
西
洋
を
模
範
社
会
と
す
る
態
度
は
「
近
代
主
義
」
と
表
現
さ
れ
て
い
た
が
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
な
ど
、
他
の
近
代
主
義
と
の
差
別
化
の
た
め
に
、
西
洋
化
H
近
代
化
と
い
う
発
想
を
西
洋
化
主
義
と
表
記
す
る
。
{
5
)
逆
コ
ー
ス
と
は
、
戦
後
日
本
の
民
主
化
、
自
由
化
と
は
逆
の
保
守
化
の
動
き
全
般
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
時
期
に
よ
っ
て
違
う
。
本
文
で
は
加
藤
の
述
べ
る
逆
コ
ー
ス
を
カ
ツ
コ
つ
き
で
表
示
す
る
。
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(
6
)
加
藤
周
一
・
竹
内
好
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
こ
と
五
五
年
四
月
四
日
号
。
(
7
)
加
藤
周
一
『
戦
後
の
フ
ラ
ン
ス
』
未
来
社
、
一
九
五
二
年
、
日
本
の
こ
と
」
『
日
本
読
書
新
聞
』
一
九
一O
四
頁
1
一O
玉
頁
-
(
S
)
加
藤
周
一
・
中
村
真
一
郎
・
福
永
武
彦
『
1
9
4
6
・
文
学
的
考
察
』
講
絞
社
文
芸
文
庫
、
二
O
O
六年。
(
9
)
「
日
本
か
ら
み
た
フ
ラ
ン
ス
と
フ
ラ
ン
ス
か
ら
み
た
日
本
」
『
著
作
集
第
十
巻
』
平
凡
社
~
一
九
七
九
年
。
叩
)
加
藤
周
年。
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
合
衆
国
」
『
あ
る
旅
行
者
の
思
想
』
角
川
書
唐
ぺ
一
九
五
五
「雑種文化論』の思想(久保)
(
日
}
青
木
保
『
「
日
本
文
化
曾
の
変
容
公
文
庫
、
一
九
九
九
年
ロ
戦
後
日
本
の
文
化
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
』
中
「
西
洋
見
物
の
途
中
で
考
え
た
日
本
文
学
」
『
雑
種
文
化
』
。
(
臼
)
清
水
幾
多
郎
「
日
本
人
」
『
中
央
公
論
』
、
一
九
五
一
年
一
月
号
。
(
M
)
本
論
文
の
戦
後
認
織
に
闘
し
て
は
、
主
に
小
曲
川
英
二
『
〈
民
主
〉
と
〈
愛
国
〉
』
新
曜
社
、
二
O
O二
年
を
参
考
に
し
た
D
(
日
)
加
藤
周
一
『
清
水
鶏
太
郎
『
日
本
人
』
」
『
人
間
』
、
一
九
五
一
年
二
月
号
。
(
凶
)
加
藤
周
一
「
高
み
の
見
物
に
つ
い
て
」
『
雑
種
文
化
句
(η)
加
藤
『
雑
種
文
化
』
一
一
四
1
一一五頁。
(
同
)
同
右
、
二
九
頁
。
(
ロ
)
加
藤
周
一
(
"
)
鈴
木
貞
美
『
戦
後
思
想
は
日
本
を
読
み
そ
こ
ね
て
き
た
』
平
凡
社
新
書
、
ニ
O
O九
年
、
一
四
頁
1
二
七
頁
。
(
辺
河
上
徴
太
郎
、
竹
内
好
他
『
近
代
の
超
克
』
冨
山
房
百
科
文
庫
]
(
幻
)
大
江
健
三
郎
『
あ
い
ま
い
な
日
本
の
副
知
』
岩
波
新
書
!
一
九
九
五
年
。
(
泣
〉
『
著
作
集
第
七
巻
』
一
O
頁
ι
(nv
同
右
、
二
八
頁
。
一
九
七
九
年
。
(
M
)
同
右
、
三
一
頁
。
(
お
〉
同
右
、
=
一
八
1
三
九
頁
固
(
お
)
同
右
ぺ
-
一
七
頁
ロ
(
幻
}
同
右
、
三
O
頁巴
{
諸
)
同
右
、
二
五
1
二
六
頁
。
(
怨
)
同
右
、
七
頁
1
(
却
)
同
右
、
二
九
頁
B
(
引
}
加
藤
『
あ
る
旅
行
者
の
思
想
同
(
担
)
加
藤
周
一
「
第
二
の
め
ざ
め
へ
』
『
図
書
新
聞
』
、
『
新
し
い
地
盤
に
立
っ
て
」
『
朝
日
新
聞
』
、 一
九
五
五
年
七
月
一
六
日
号
。
(
お
)
加
藤
周
一
一
九
五
五
年
八
月
一
二
日
号
。
(M)
加
藤
周
一
「
松
山
の
印
象
』
『
雑
種
文
化
』
。
「
無
条
件
降
伏
と
八
頭
身
」
『
雑
種
文
化
同
「
日
本
の
涙
と
た
め
息
』
『
雑
種
文
化
同
『
進
歩
的
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
」
『
文
皐
界
』
、
一
九
五
六
年
九
月
号
。
(
お
)
加
藤
周
一
(
話
)
加
藤
周
(
幻
)
加
藤
周
(
苅
)
同
右
、
九
頁
(
刊
さ
丸
山
虞
男
『
日
本
の
思
想
」
『
日
本
の
思
想
』
岩
波
新
書
、
一
九
六
一
年
。
(
柑
)
竹
内
好
「
中
国
の
近
代
と
日
本
の
近
代
」
『
日
本
と
ア
ジ
ア
』
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
一
九
九
三
年
。
(
引
)
福
田
恒
存
「
日
本
お
よ
び
日
本
人
』
『
福
田
恒
存
評
論
集
第
三
巻
』
麗
揮
大
皐
出
版
会
、
ニ
O
O八
年
。
(
包
丸
山
『
日
本
の
思
想
』
六
六
頁
。
(
拍
)
竹
内
と
加
藤
は
互
い
に
強
く
意
識
し
合
う
関
係
だ
っ
た
。
竹
内
は
、
「
あ
る
挑
戦
研
究
の
方
法
に
つ
い
て
」
(
『
思
潮
』
、
一
九
四
九
年
五
月
号
)
に
お
い
て
、
『
加
藤
周
一
を
、
私
は
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
研
究
者
の
な
か
で
、
と
い
う
よ
り
一
般
外
国
文
学
の
研
究
者
の
な
か
で
、
い
ち
ば
ん
、
噂
敬
し
て
い
る
」
と
述
べ
な
が
ら
も
、
加
藤
を
「
ド
レ
イ
根
性
の
産
物
」
と
し
て
批
判
の
対
象
と
し
て
い
る
。
一
方
で
、
加
藤
も
竹
内
の
「
中
国
の
近
代
と
日
本
の
近
代
」
か
ら
刺
激
を
受
け
て
お
り
、
「
竹
内
好
の
批
評
装
置
』
『
展
望』、
魯
迅
-29-
一
九
六
六
年
一
一
月
号
)
な
ど
で
竹
内
論
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
竹
内
の
文
章
と
し
て
有
名
な
「
近
代
の
超
克
」
も
、
加
藤
の
「
戦
争
と
知
識
人
」
か
ら
影
響
を
受
け
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
雑
種
文
化
論
」
以
後
も
両
者
の
や
り
取
り
は
続
く
。
(
判
)
竹
内
『
日
本
と
ア
ジ
ア
』
四
七
二
頁
。
(
栢
)
服
部
逮
「
知
識
人
の
日
本
岡
帰
」
『
日
本
読
書
新
聞
』
、
一
九
五
五
年
五
月
一
六
日
号
。
雑
種
文
化
」
『
日
本
読
書
新
聞
』
、
(
制
)
桑
原
武
夫
「
加
藤
周
一
著
一
九
五
六
年
一
O
月
五
日
号
。
(
訂
)
加
藤
周
一
『
日
本
文
学
史
序
説
』
『
著
作
集
第
四
巻
同
『
著
作
集
第
五
巻
』
平
凡
社
!
一
九
七
九
年
、
一
九
八
O
年。
『年報日本思想史』第四号 (2019年3月)
(
川
崎
)
『
果
た
し
て
「
断
絶
』
は
あ
る
か
」
『
著
作
集
第
三
巻
』
平
凡
社
、
一
九
七
九
年
。
(
相
)
加
藤
周
一
『
日
本
的
な
も
の
の
概
念
に
つ
い
て
」
『
政
治
と
文
学
』
平
凡
社
、
一
九
五
八
年
、
一
一
六
頁
。
(
叩
)
『
著
作
集
第
七
巻
』
五
頁
-
(
引
)
「
近
代
日
本
の
文
明
一
史
的
位
置
」
『
著
作
集
第
七
巻
句
(
匁
)
「
果
た
し
て
『
断
絶
」
は
あ
る
か
』
『
著
作
集
第
三
巻
』
四
三
頁
1
(
臼
)
『
近
代
日
本
の
文
明
史
的
位
置
」
『
著
作
集
第
七
巻
』
七
三
頁
P
(
日
)
『
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
反
動
の
論
理
』
『
著
作
集
第
二
巻
』
平
凡
社
!
一
九
七
九
宅
{
日
)
加
藤
周
一
『
文
学
の
概
念
と
中
世
的
人
間
巴
『
政
治
ル
文
学
同
(
白
川
)
『
『
追
い
つ
き
」
過
程
の
構
造
に
つ
い
て
」
『
著
作
集
第
七
巻
』
。
(
幻
)
『
著
作
集
第
一
一
巻
』
平
凡
社
、
一
九
七
九
年
固
(
錦
)
『
墓
術
家
の
個
性
」
、
同
右
。
(
m
n
)
『
創
造
力
の
ゆ
く
え
」
、
同
右
。
(
印
)
『
現
代
の
襲
術
的
創
造
」
、
同
右
ι
(
創
)
「
風
向
き
の
変
化
と
日
本
の
現
実
主
義
』
『
著
作
集
第
八
巻
』
平
凡
社
、
一
九
七
九
年
四
(
位
)
「
戦
争
と
知
識
人
」
『
著
作
集
第
七
巻
』
。
(
臼
)
『
言
葉
と
戦
車
」
『
著
作
集
第
八
巻
』
。
(
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
)
-30-
